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サバーファームでは、お

正月を楽しんでもらおう

と 2004 年から毎年、葉牡

丹で干支を描いていま

す。今年は、斜面一面の

葉牡丹で描かれたファー

ム君が、寅の帽子を被っ

て新年を祝っています。

ファーム君は、サバーフ

ァームのマスコットキャ

ラクターとして多くの方

から愛されています。 
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         年頭にあたって 

会長 中谷 清 

 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様には希望に満ちた新春をお迎えの

こととお慶び申し上げます。 

日頃は、本市農業委員会活動に格別のご

理解・ご協力を賜り、厚くお礼申し上げま

す。 

さて、昨年は新型コロナウイルス感染症

のワクチン接種率の向上等により、秋には

感染状況が一旦落ち着きを見せましたが、

依然として予断を許さない状況が続いて

おりますので、引き続き感染防止対策の徹

底をお願いいたします。また、感染症の最

前線で働いておられる医療従事者や関係

者の方々に敬意を表しますとともに、心か

ら感謝申し上げます。 

我が国は今、急速な少子高齢化により農

業の担い手・後継者不足が深刻化しており

ます。昨年 8 月には、担い手育成のための

取り組みとして「きらめき農業塾」が開講

されました。本市農業委員会としてこのよ

うな新規就農者を含めた新たな担い手の

育成・確保のための取り組みを、富田林市

や JA 大阪南、大阪府等と連携し、支援し

てまいりたいと考えております。 

また、担い手への農地集積・集約化を推

進するために、富田林市は地域農業のマス

タープランである実質化された人・農地プ

ランの策定に取り組んでおり、農業委員会

も協力してまいりますので、その前提とな

る地域の話し合いや情報共有について、ご

協力をお願いいたします。 

今後も農業委員会は、富田林市ととも

に、本市の農業の振興・発展に寄与してま

いりますので、皆様のご協力をお願い申し

上げます。 

結びに、本年も皆様の益々のご活躍とご

健勝・ご多幸を祈念申し上げまして、新年

のご挨拶とさせていただきます。 

  

        

         新年を迎えて 

市長 𠮷村 善美 

 

新年あけましておめでとうございます。 

農業委員、農地利用最適化推進委員並びに

農業者の皆様には、日頃より市政全般、とり

わけ農業振興分野におきまして、多大なご支

援・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

一昨年に続き昨年も、新型コロナウイルス

感染症が世界中で猛威を振るいました。秋に

は新型コロナウイルスの感染者数が全国的

に減少し、約半年ぶりに緊急事態宣言及びま

ん延防止等重点措置が全面解除されました。

感染防止対策を緩めますと、リバウンドする

ことが予測され、これまでの皆様のご協力を

無駄にしないためにも、引き続き、３密を避

ける、マスクの着用、手洗いや手指の消毒、

換気など引き続き感染防止対策にご協力い

ただきますようお願い申し上げます。 

さて、本市におきましては、他の多くの地

方自治体と同様、少子高齢化や人口減少への

対応をはじめ、様々な行政課題が山積してお

ります。 

そのような中、農業関係者の皆様には農業

の担い手・後継者の確保や耕作放棄地の発生

防止・解消など、今後の農業の継承・発展の

ために精力的にご活動いただいております

ことに心より敬意を表しますとともに、本市

といたしましては、引き続き市民や団体の皆

様と連携しながら、農地をはじめとした豊か

な自然・大地を守り、将来に引き継いでいけ

るよう対策を講じてまいりたいと考えてお

ります。 

これからも、市民の皆様と共に力を合わせ

て、「人とまちがにぎわい、市民の笑顔があ

ふれる、麗しの富田林」を創っていくために

邁進してまいりますので、農業者の皆様にも

一層のご支援・ご協力をお願い申し上げま

す。 

結びに、本年が皆様にとりまして、実り多

い一年になりますことを、心から祈念いたし

まして、年頭の挨拶とさせていただきます。 
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西
板
持
地
区
の
乾
裕
佳
さ

ん
が
、
「
な
に
わ
農
業
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

乾
さ
ん
は
、
大
阪
な
す
や
夏

秋
き
ゅ
う
り
、
海
老
芋
を
中
心

と
し
た
経
営
を
約
10
年
前
に

受
け
継
ぎ
、
経
営
面
積
の
拡
大

や
経
営
効
率
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
域
の
農
業
活
性
化

組
織
へ
の
積
極
的
な
参
画
な

ど
、
地
域
農
業
の
中
心
的
役
割

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

永
年
在
任
者
表
彰 

 

11
月
4
日
（
木
）、
大
阪
狭

山
市
文
化
会
館
S

A

Y

A

K

A
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
南

河
内
地
区
9
市
町
村
が
参
集

す
る
農
業
委
員
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
か

ら
は
、
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
18
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
本
研
修

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

府
内
4
地
区
に
分
か
れ
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
等
永
年
在
任
者

の
表
彰
式
で
は
、
本
市
農
業

委
員
会
委
員
の
北
野
正
治
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
な
に
わ
農
業
賞

の
表
彰
式
で
は
、
本
市
か
ら

西
板
持
地
区
の
乾
裕
佳
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
な
に

わ
農
業
賞
は
、
大
阪
農
業
の

存
在
価
値
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
農
業
経
営
者
を
大
阪
府

農
業
会
議
が
表
彰
す
る
も
の

で
す
。 

 

研
修
会
で
は
、
大
阪
府
農 

大
阪
府
の
プ
ロ
農
家 

「
農 

の 

匠
」 

 

大
阪
府
農
業
会
議
で
は
、
市

町
村
農
業
委
員
会
及
び
農
業

会
議
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

人
に
対
し
て
、
表
彰
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
本
市
農
業
委
員
会

委
員
の
北
野
正
治
さ
ん
が
そ

の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
大
阪
府

農
業
会
議
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
北
野
さ
ん
は
平
成
23
年

7
月
20
日
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
本
市
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

業
会
議
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
の
鈴
木
成
さ
ん
か
ら
「
農

業
、
農
地
を
巡
る
最
近
の
動
き

と
農
業
委
員
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
」
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
今
年
度
は
外
部
講
師

と
し
て
、
千
葉
大
学
名
誉
教
授

の
中
村
攻
さ
ん
か
ら
「
健
康
な

都
市
に
は
元
気
な
農
業
が
欠

か
せ
な
い
―
大
転
換
し
た
都

市
農
業
観
―
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

な
に
わ
農
業
賞 

 

中
筋
秀
樹
さ
ん
と
乾
裕
佳

さ
ん
が
「
農
の
匠
」
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。 

 

農
の
匠
は
、
自
ら
優
れ
た

農
業
経
営
を
行
い
、
将
来
の

地
域
農
業
の
中
核
と
な
る
農

業
後
継
者
の
確
保
、
育
成
に

深
い
理
解
と
熱
意
で
、
指
導

的
役
割
を
果
た
し
、
意
欲
的

に
地
域
農
業
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
業
者
が
認
定

さ
れ
ま
す
。 

 

中
筋
さ
ん
と
乾
さ
ん
は
、

大
阪
な
す
・
夏
秋
き
ゅ
う

り
・
富
田
林
市
名
産
の
海
老

芋
を
中
心
に
農
業
経
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
お
二
人
と
も
、
富

田
林
市
き
ら
め
き
農
業
塾
の

研
修
受
入
農
家
と
し
て
青
年

農
業
者
の
育
成
に
取
り
組
む

等
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

南
河
内
地
区
農
業
委
員
会
研
修
会
開
催 
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「
特
定
生
産
緑
地
」 

指
定
申
請
の
〆
切
が 

迫

っ

て

い

ま

す 

大
阪
府
農
業
生
産
・ 

経

営

高

度

化

優

秀 
農

業

者

等

選

賞 

人 

事 

異 

動 

 

本
市
農
業
委
員
会
職
務
代

理
者
兼
副
会
長
の
東
幸
一
さ

ん
が
、
大
阪
府
農
業
生
産
・

経
営
高
度
化
優
秀
農
業
者
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
東
さ
ん
は
、

い
ち
ご
を
中
心
に
高
い
栽
培

技
術
を
有
す
る
農
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貸
農

園
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
の

普
及
に
も
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
は
、
農
業
の
高

度
化
を
目
指
し
て
、
農
業
生

産
技
術
、
農
業
経
営
等
に
顕

著
な
成
果
を
あ
げ
、
地
域
農

業
・
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
る
農
業
者
及
び
農

業
者
の
集
団
、
生
産
組
織
等

を
選
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
阪
府
内
の
農
業
者
の

経
営
等
改
善
意
欲
を
一
層
高

め
、
大
阪
府
農
業
の
振
興
に

資
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

農 

業 

者 

年 

金 

 

農
業
者
年
金
は
独
立
行
政

法
人
農
業
者
年
金
基
本
法
に

基
づ
き
、
農
業
者
を
対
象
と
し

て
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に

上
乗
せ
し
た
２
階
部
分
の
年

金
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の

厚
生
年
金
に
あ
た
る
も
の
）
と

し
て
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

・
農
業
者
年
金
は
次
の
３
つ
を

満
た
す
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事 ②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を

除
く
） 

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

農
業
者
年
金
基
金
専
門
相
談
員

(

０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９) 

 

ま
た
は 

 

農
業
者
年
金
基
金
企
画
調
整
室 

(
０
３
―
３
５
０
２
―
３
９
４
２)  

  

職
員
人
事
異
動
が
、
10

月
11
日
付
け
で
発
令
さ
れ
、

農
業
委
員
会
事
務
局
職
員

の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。 

【
新
任
】 

 

次
長 

山
中 

敬
之 

 

主
査 

垣
本 

亮
子 

【
異
動
】 

 

次
長 

村
本 

正
文 

○
特
定
生
産
緑
地
を
選
択 

し
た
場
合 

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
は
引
き
続
き
農
地
課
税
で

す
。 

・
10
年
毎
に
継
続
す
る
か
否

か
を
判
断
で
き
ま
す
。 

・
こ
れ
ま
で
同
様
、
10
年
の

間
に
主
た
る
従
事
者
が
故

障
・
死
亡
し
た
場
合
は
買
取

り
申
出
が
で
き
ま
す
。 

・
相
続
人
（
次
世
代
の
方
）

は
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
の

適
用
を
受
け
て
営
農
を
す
る

か
、
買
取
り
申
出
を
す
る
か

を
選
択
で
き
ま
す
。 

 ×

特
定
生
産
緑
地
を
選
択 

し
な
か
っ
た
場
合 

・
受
付
期
間
以
降
は
、
二
度

と
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
申

請
が
で
き
ま
せ
ん
。 

・
営
農
を
継
続
し
て
い
れ
ば
、

い
つ
で
も
買
取
り
申
出
を
す 

全国農業新聞 

見やすく！分かりやすく！充実した 

農 業 ・ 農 村 の 情 報 を 届 け ま す 

🔷発行日／毎週金曜日 

🔷購読料／月額 700 円（税・送料込） 

🔷申込先／農業委員会事務局 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
自
動
的

に
行
為
制
限
は
解
除
さ
れ
ま

せ
ん
）。 

・
営
農
を
継
続
し
て
い
て
も
、

5
年
後
に
は
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
が
宅
地
並
課
税
に

な
り
ま
す
。 

・
相
続
人
（
次
世
代
の
方
）
は

納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
現
世
代
に
限
り

納
税
猶
予
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
納
税
猶
予
の
適
用
を

受
け
て
い
る
間
に
買
取
り
申

出
を
し
た
場
合
、
猶
予
期
限
が

確
定
さ
れ
、
納
税
猶
予
税
額
の

全
部
又
は
一
部
と
利
子
税
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 

●
受
付
期
間 

・
平
成

4

年
指
定
分
は
、 

令
和

4

年

3

月

31

日
ま
で 

・
平
成

5

年
指
定
分
は
、 

令
和

5

年

3

月

31

日
ま
で 

・
平
成

6

年
指
定
分
は
、 

令
和

6

年

3

月

31

日
ま
で 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

都
市
計
画
課 

政
策
係 

（
内
線
４
５
３
、
４
５
１
） 


